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私ら あたし

白 花 名 巫堂い という の

天空 雲をさすらう



全羅道 悲の しみ

歌トラジの

歷史 逆流の

女 死パルチザンの

鴨綠江 苦 水の い

骸骨 隊列の

奪 解放區われていく

冬 逝 英雄とともに った

原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

11 체포 1第 章 逮捕

12 구만리 장천을 떠도는 구름 2第 章 果 天空 雲てしない をさすらう

13
냉철한 비판을 생리로 가진 역사의

정체는 무엇인가
3第 章 역사의 생리( )歷史 生理の

14 까마귀떼 4第 章 大群カラスの

15 기습이다 5第 章 奇襲だ！

16 감꽃은 먹을 수 있는 꽃 6第 章 柿 花 食 花の は べられる

17 배고픔과 동물과 인간 7第 章 인간의 조건( )人間 條件の

18 수혈 受血（ ） 8第 章 섞이는 생명( )命まじりあう

19

새가 창공에 그 발자국을 새기지 못

하듯이 인간사 그 무엇이 영겁 속에

남음이 있으랴

9第 章
나라의장래(國 行 末 予言 歌の く を する

를 예언하는 노래)

20 토벌대 물러가라! 10第 章 討伐隊 出 行は て け！



原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

21 탈주제보 1第 章 한통의 전화( )一本 電話の

22 병원사건 2第 章 病院事件

23 계엄군 주둔 3第 章 戒嚴軍駐屯

24 분노의 소작인 4第 章 小作人 怒の り

25 농민 그 사무치는 설움, 5第 章 農民 悲そのやるせない しみ、

26 겨울달빛 실린 고샅길 6第 章 冬 月明 射 村 小道の かり す の

27

우리의 국토를 양단시킴으로서 민족

을 분열시키어 동족상잔의 비극을

초래하려 한다 백범 김구-

7第 章 민족과 이념과( )民族 理念と と

28

아부지는 얼굴도 몸도 뻘건디는 하

나또 웂는디 워째 사람들은 아부지

보고 빨갱이라고 할까?

8第 章
아(父 呼ちゃんはなぜアカって ばれるの？

버지를 왜 빨갱이라고 하는 거야?)

29 대나무 전설 9第 章 竹 伝說の

30 전라도 10第 章 全羅道

31 읍내를 에워싼 불길 11第 章 町 取 囲 烽火を り んだ

原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

14 살아서 돌아온 그들 1第 章 生還 戰士した たち

15 김범준의 귀향 2第 章 장남의 귀향( )長男 歸鄕の

16 양쪽을 다 미워하는 아이 3第 章 憎 子どちらも む

17 무상몰수 무상분배 4第 章 無償沒收 無償分配、

18

워메 논두렁 콩알꺼지 시고 울안, ,

감나무 감까지 시는 저런 법은 워디

서 나온 법이드랑가!

5第 章
좁쌀까지세(粟粒 數 課稅調査まで える

는 과세조사)

19 고구마똥 6第 章 糞さつまいもの

20 소용돌이 7第 章 渦卷き

21 구빨치 그리고 신빨치 8第 章 신구 빨치산( )新旧のパルチザン ․

22 너희들을 위한 전쟁 9第 章 前 戰爭お たちのための

23 몸씻기 마을굿 10第 章 禊のクッ

24
냄편이고 아덜이고 열썩이라도 못당

하것다 요런 징글징글헌 눔에 시상, !
11第 章

아들(息子 十人 足が いたって りやしねえ

이 열 있어도 모자란다)

25 우리 아부지가 하대치요 12第 章 父 河大治おらの ちゃんは だ

26 압록강의 물을 마시며 13第 章 압록강의 쓴물( )鴨綠江 苦 水の い

27 똥냄새 김치냄새의 나라 14第 章
인분냄새( ,人糞 臭 臭の い キムチの い、

김치 냄새)



原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

1 백두산 천지 한라산 백록담, 1第 章 포효하는 호랑이( )咆哮 虎する

2

아시아인은 미국인과 동등하지 않다.

아시아인은 인간이 아니며 인간이하,

의 존재다

2第 章
아시아인은(人 人間以下アジア は だ

인간 이하다)

3 탈출 3第 章 脫走

4 죽음의 대열 해골의 대열, 4第 章 국민방위군( )國民防衛軍

5 년 월 일1951 1 4 5第 章
죽음의 대열( ,死 隊列 骸骨 隊列の の、

해골의 대열)

6 거창 그 오지의 낮과 밤, 6第 章
계곡을맴도(谷間 舞 群に うカラスの れ

는 까마귀 무리)

7
빨치산 그 이름없는 사람들의 진정,

성
7第 章

빨(名 人 心パルチザン その もなき 々の、

치산 그 이름 없는 사람들의 마음, )

8 천점바구와 외서댁 8第 章 아내들의 투쟁( )妻 鬪たちの い

9 다시 삼팔선 전선 9第 章 38再 度線び で

10 세상을 떠난 김사용 10第 章 장례식( )野辺 送の り

11 재귀열이란 돌림병 11第 章 回歸熱 流行 病という り

12 싸울 수밖에 없는 싸움 12第 章 나비가 나는 월5 ( 5 )蝶 飛 月の ぶ

原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

13 위대한 전사 조원제 1第 章 偉大 戰士な

14 덕유산의 비밀회의 2第 章 德裕山 秘密會議の

15 사형대신 써야 하는 수기 3第 章 命 引 換 手記と き えの

16 항미 소년 돌격대 4第 章 抗米少年突擊隊

17 장마와 함께 온 휴전회담 소식 5第 章 梅雨 休戰會談 知とともにきた の らせ

18 새로 생겨나는 반공세력 6第 章
증오가(憎 生 出 反共意識しみが み す

만들어 내는 반공의식)

19 어짜피 한번 죽는다 7第 章
어차피한번은(一度 死 運命どうせ は ぬ

죽을 운명)

20 포로의 섬 거제도, 8第 章 포로의 섬( )捕虜 島の

21 빼앗겨가는 해방구 9第 章 奪 行 解放區われ く

22 호산댁 10第 章 호산댁의 눈물( )虎山宅 淚の

23 이동 준비 11第 章 移動準備

24 지리산 12第 章 智異山



原作 太白山脈『 』 日本語譯 太白山脈『 』

25 피아골 1第 章
계곡에서열(谷間 開 相撲大會で かれた

린 씨름대회)

26 새로운 전술 2第 章 新 戰術たなる

27 고향에서 몰려나기 시작하는 사람들 3第 章 村 追 人を われる 々

28 지리산 동계대공세 4第 章 冬季大攻勢

29 각 도당 동계대공세 5第 章
새빨갛게 물드는(眞 赤 染 雪っ に まる

눈)

30 각 도당과 지리산의 전면공세 6第 章
견디기(何 寒 何という さ というひもじさ、

어려운 추위와 배고픔)

31 또 하나의 전쟁터 포로수용소, 7第 章 一 戰場 捕虜收容所もう つの ─

32 천점바구의 죽음과 동계대공세 종료 8第 章 연인들의죽음( )戀人 死たちの

33 오이년 오일오 결정․ 9第 章 뜻하지않은경사( )思 慶事いがけない

34 제 지구당 결성5 10第 章 第 地區党結成５

35 현실투쟁에서 역사투쟁으로 11第 章
빨치(子供 差 伸 手アカの に し べられた

산의 자식들에 대한 온정)

36 감옥살이도 역사투쟁이다 12第 章 歷史鬪爭それぞれの

37 겨울과 함께 떠난 영웅 이태식 13第 章 冬 逝 英雄とともに った

38 휴전선으로 변한 삼팔선 14第 章
어둠 저편으로(闇 彼方 煌 星の に めく

반짝이는 별)

子供 差 伸 手アカの に し べられた















金福東 馬三洙 居酒屋 向 合と が で かい っていた、 。

前お どうするつもりだ、

金福東 訊が いた。

連 行 言 行 連 行 万 歲れて かねえと われたってついて くつもりだったのに れて くっちゅうんだから 々、

兄貴 行じゃねえか は かねえのか。

命 一は つしかねえもんな

何 死 入山 暴 死 死 変そりゃそうさ だども もしねえで のうが してひと れして のうが ぬことに わりは。 、 、

男 死 方ねえ だったらどっちが らしい に だよ。

言 始 行ええい ぐだぐだ ってても まらねえ くことにしよう、 。

金福東 言 煙草 吸 殼 投 捨 立 上はそう うと の い を げ ててすっと ち がった、 。
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要 旨

趙廷來 太白山脈 日本語翻譯本 本格的 韓國文學 日本 紹介 韓國 近 現の は な の への であり の、 、

代 熾烈 凄慘 歷史 日本 讀者 知 大 意義の で な を の に ってもらえるといったところに きな がある。

太白山脈 日本語版 現在 朝鮮半島 分斷 民族 分裂 日本帝國つまりは この をもって の の と の が、 、

朝鮮半島支配 端 發 認識 植民地支配の からその を しているということをきちんと してもらい があったか、

現在 近代化 韓國 存在 得 馬鹿 論理 展開 人らこそ のような された が し るのだといったような げた が できる

願 止 筆者 今回 翻譯 長 期間 全力 盡 携がいなくなることを って まない ということから は の に い を して。 、 、

方 心 感謝 言葉 申 上わってきた 々に から の を し げたい。

一國 文學 他國 言語 翻譯 場合 必然 付 限界 太しかしながら の を の で する として きまとう がある、 、 。

白山脈 例外 認 太白山脈 翻譯 乘 越でも は められなかった それは が ではとうてい り えられないほど。

朝鮮民族獨特 民族的大河小說の の だったからである。

本稿 細 根掘 葉掘 論 趙廷來 太白山脈 日では かいところまで り り じているが だからといって の の、

本語翻譯本 存在価値 意義 損傷 思 私 蛇足 加 論の と が されるとは っていない が を えて じいるところは。 、

大 成果 生 太白山脈 日本語翻譯本 少 補充的 役割 果きな として まれてきた の において しでも な が た、

思 他せたらと っていたからに ならない。

大白山脈 日本語翻譯 標準語 全羅道方言 原文省略 見出 変形キーワード しの、 、 、 、 、 、

形式 原文縮小 誤譯 內容変形シナリオ 、 、 、

대전광역시 중구 태평 동 삼부아파트 동 호住 所

電 話


